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別紙６－Ⅰ

所管課

Ⅰ．履行確認

１．維持管理業務

(1) 清掃

指定管理者 委託業者

施設名称

指定管理者

沖縄県立博物館・美術館

一般財団法人　沖縄美ら島財団
指定期間：平成28年４月～令和３年３月

対象年度 平成30年度

文化観光スポーツ部
文化振興課

良好に実施された。

清掃と衛生管理の
徹底を図り誰もが
快適に利用できる
施設環境を整えま
す。

①展示エリア
（展示室等）
②収蔵エリア
（収蔵庫等）
③教育普及エリア
（実習室等）
④調査研究エリア
（学芸員研究室
等）
⑤管理エリア
（エントランスホール

等）

⑥その他
（廊下、階段等）
⑦屋外付帯施設
（駐車場、外周等）

○

〈日常清掃〉
・施設の環境を維持
し、快適な環境を保
つため、日常清掃を
計画的に実施。
・開館中は、各トイレ
の巡回点検清掃を計
画的に行い、各展示
室のガラス部分の手
アカ等の拭取り、館
内に持ち込まれた土
砂の清掃、汚れの除
去等巡回清掃の強化
を行い、お客様がい
つでも快適に施設を
利用できるよう心がけ
た。

定期清掃〉
・館外周の落ち葉の
回収、除草、ごみ拾
いを適時実施。
・共有部、展示室内
床面の洗浄、保護剤
塗布作業を適時実
施。
・IPM関連に基づき、
月１回各展示室、収
蔵庫等及びふれあい
体験室の立体面の除
塵作業を博物館・美
術館学芸員の立ち会
いのもと行った。
・各フロアのカーペッ
ト床面を洗浄機にて
カーペット洗浄実施

指定管理者及び
委託先の清掃担
当者にヒアリングを
実施するとともに、
作業計画書、清掃
点検表及び清掃
業務日報の確認を
行った。

仕様書どおり毎日
（場所により週２
回）の日常清掃
と、年３～６回の
定期清掃が適切
に実施されてい
た。

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

1
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(2) 保守・点検

指定管理者 委託業者

○

仕様書や標準点
検周期、関連法
令に基づき、適切
に実施されてい
た。

良好に実施された。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

１．施設管理
①空気調和設備
②消防設備
③昇降機設備
④自家用電気工作
物
⑤駐車場装置
⑥自動扉開閉装置
⑦電熱式ユニット
型加湿器
⑧植栽

２．講堂等設備
①映写機
②音響・映像設備
③舞台機構設備

施設の維持管理にあ
たり定期保守点検業
務を行い機器等のト
ラブルの無いように努
めた。

委託先へのヒアリ
ングを実施するとと
もに、中央監視設
備日報、業務実施
工程表及び設備
点検日誌（各設備
ごと）等の確認を
行った。

2
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(3) 保安・警備

指定管理者 委託業者

１．警備業務
①出入り管理業務
②防災監視業務
③開館・閉館業務
④全館巡回業務
⑤非常時の応急処
置

２．駐車場管理業
務
①駐車場管理業務

○

〈警備業務〉
・通用口での入退館
者のチェックの強化
を図るとともに記録の
厳正化を徹底した。
・最終退館者からの
事務室鍵の引継ぎを
確実に行った。
・夜間来館者には注
意深く対応した。
・火災、事故、盗難等
の発生を未然に防ぐ
ため、館内外及び周
辺の巡回監視を強化
した。
・付帯設備の日常点
検を行い、不備箇所
の早期発見に努め
た。
・不審者、不正行為
者、徘徊者等に適正
に対応した。
・鍵の貸し出しに細
心の注意を払い、鍵
借用簿の管理を徹底
した。
・館内外における拾
得物は、総合案内に
速やかに届けるととも
に夜間・休館日も巡
回監視に努めた。

〈駐車場業務〉
・駐車場及び周辺で
は人身の安全を第一
に監視に努めた。
・管理用機器で監視
に努めた。
・駐車場におけるライ
ト点灯車両、窓空き
車両、故障車両等に
適宜対応した。
・春、秋の団体見学
集中期間、バス駐車
場の誘導を効率的に
対応した。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

指定管理者及び
委託先の警備担
当にヒアリングを実
施するとともに、勤
務月間予定表、鍵
借用簿、警備日
報、警報発令履歴
の確認を行った。

仕様書どおり昼間
３～４名（駐車場
管理含む）、夜間
２名が配置されて
いた。また、警備
日報も詳細に記
録されており、適
切に実施されて
いた。

良好に実施された。

3
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(4) 小規模修繕

指定管理者 委託業者

○

(5) 備品購入

指定管理者 委託業者

（現地確認）

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

デスクトップ×2台
適切に実施され
ていた。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書）

良好に実施された。

必要な機器につい
ては県と相談し整
備する。

○

施設の機能維持、
安全管理のための
修繕が実施されて
いた。

適切に実施され
ていた。

良好に実施された。

事業計画

物品を確認したと
ころ、適切に実施
されていた。

施設の修繕補修
は、１件につき20万
円（消費税及び地
方消費税含む）未
満のものについて
は指定管理者の責
任の範囲において
実施。

施設の修繕補修は、
１件につき20万円（消
費税及び地方消費
税含む）未満のもの
については指定管理
者の責任の範囲にお
いて実施した。
（修繕例）
・照明制御盤購入及
び取替
・博物館バックヤード
天井ドレン管保温材
張替

4
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(6) 防犯・防災対策

指定管理者 委託業者

○ ○

※「１．維持管理業務」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（H31年度）の主な取組改善案を記入して
ください。

１．維持管理業務
取組改善案

前年度に引き続き適切な管理業務が実施された。今後も適正な施設の維持管理等に努め
る。

事件・事故・災害等
のリスクを予め想定
して対策と訓練を
行い、お客様と資
料の安全確保に努
めます。

・火災、事故、盗難等
の発生を未然に防ぐ
ため、館内外及び周
辺の巡回監視を強化
した。
・付帯設備の日常点
検を行い、不備箇所
の早期発見に努め
た。
・不審者、不正行為
者、徘徊者等に適正
に対応。
・鍵の貸し出しに細
心の注意を払い、鍵
借用簿の管理を徹底
した。
・館内外における拾
得物は、総合案内に
速やかに届けるととも
に夜間・休館日も巡
回監視に努めた。
・通用口での入退館
者のチェック強化を
図るとともに記録の厳
正化を徹底した。
最終退館者からの事
務室鍵の引継ぎを確
実に行った。
・夜間来館者には注
意深く対応した。

指定管理者及び
委託先の警備担
当にヒアリングを実
施するとともに、勤
務予定表、鍵借用
簿、警備日報及び
警備発令の確認を
行った。
　12月17日に、県
警や消防などと合
同で、サリンが館
内にまかれた想定
でのテロ対処訓練
等について説明を
受けた。

適切に実施され
ていた。

良好に実施された。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

5
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２．運営業務

(1) 利用実績

１) 利用者数等

前年比 計画比

255,831人 97.0% 116.6%

252,991人 101.5% 94.7%

508,822人 99.2% 104.3%

A

２) 施設稼働率 準備片付けも

前年比 計画比

300日 99.7% 99.7%

300日 99.7% 99.7%

270日 105.2% 94.7%

270日 105.2% 99.6%

215日 121.9% 87.3%

256日 94.9% 81.0%

223日 91.9% 68.3%

211日 84.4% 59.3%

施設稼働率を①利用状況の評価項目とする場合に本欄を使用する。 Ｂ

H29実績
事業計画
（目標値）

H30実績
整合性の検証 現状分析

・課題

有料入館者数 212,840人 248,071人
　合計は、計画値
を上回っているもの
の、無料入館者に
ついては、計画を
上回れるよう誘客
に向けて取り組む
必要がある。

計

評価（①利用状況）

300日 243日 県民ギャラリーは、
前年度より稼働率
が低下しているた
め、より稼働率が上
がるよう取り組む必
要がある。

全館 300日 299日
展示準備、片付
け、開催期間を含
めた稼働率からは
概ね良好に実施さ
れた。ただし、美術
館企画展示室の稼
働率を90％以上に
引き上げるのが課
題である。

企画展示室 300日 262日

美術館

利用者
数

無料入館者数 271,160人 256,823人

484,000人 504,894人

H29実績
事業計画
（目標値）

H30実績
整合性の検証 現状分析

・課題

博物館

常設展示室 300日 299日

企画・特別展示室 300日 284日

コレクション展 285日 284日

県民ギャラリー３ 300日 178日

県民ギャラリー２ 300日 205日

県民ギャラリー１

評価（①利用状況）

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

6
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435,239人 508,822人 504,894人

利用者
数

有料入館者数 148,214人 255,831人 248,071人

無料入館者数
（展示室以外の無料者も含む）

287,025人 252,991人 256,823人

合計

平成28年度 平成29年度 平成30年度

参考）３年間の利用者数

全館 299日(100％) 300日(99.0％) 299日(99.7％)

参考）３年間の施設稼働率

稼働日数（稼働率） 平成28年度 平成29年度 平成30年度

美術館

コレクション展 287日（100％） 270日（100％） 284日（99.6％）

博物館

常設展 293日(100％) 300日(99.0％) 299日(99.7％)

企画・特別展 229日(76.6％)
※準備、片付けは含まない

270日(89.1％)
※準備、片付けを含む

284日(94.7％)
※準備、片付けを含む

企画展 192日（64.2％） 215日（71.0％） 262日（87.3％）

県民ギャラリー１ 248日(82.9％) 256日(84.5％) 243日(81.0％)

県民ギャラリー２ 223日(74.6％) 223日(73.6％) 205日(68.3％)

県民ギャラリー３ 175日(58.5％) 211日(69.6％) 178日(59.3％)

7
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参考） ３年間の県外入館者（観光客）数　※推定値

平成2８年度 平成2９年度 平成３０年度 備考

レンタカー 17,200人 17,361人 20,690人
平均して2.5人が乗車しているとみなし算出。

タクシー 10,168人 9,897人 11,115人
平均して2.5人が乗車しているとみなし算出。

モノレール 10,067人 12,187人 10,132人
モノレール１日利用券を提示し、割引を受け
た来館者を観光客とみなして算出

県外団体 300人 679人 956人

県外修学旅行 6,052人 4,112人 3,978人

国外団体 2,095人 1,338人 1,132人

合計(a) 45,882人 45,574人 48,003人

年間総入館者数(b) 435,239人 508,822人 504,894人

入館者数に占める割
合

(a)/(b)

10.5% 9.0% 9.5%

年間入域観光客数(C) 8,769,200人 9,579,900人 9,999,000人

入域観光客数に占め
る割合(a)/(c)

0.52% 0.48% 0.48%

※レンタカー、タクシーによる来館及びモノレール１日利用券を提示し、割引を受けた来館者を県外からの来館者（観光客）とみなして算出。

8
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３)展覧会入場者実績

博物館
入場者

数
（人）

常設展
（企画：県）
（広報：指）

有料:50,400人 74,611人 148.0%

新収蔵展:（県）400人 新収蔵展:（県）692人

ティラノサウルス－進化の謎
に迫る－:（指）7,200人

ティラノサウルス－進化の
謎に迫る－:（指）7,997人

MONGOL800gaEXHIBTION:
（指）260人

縄文と沖縄:（県）:720人 縄文と沖縄:（県）895人

108.5%

104.3%

62.9%

130.4%

23.4%

98.4%

503.8%

173.0%

内容 事業計画 実績
整合性の検証

(計画達成率％)
現状分析

・課題

MONGOL800gaEXHIBTION:
（指）

12,740人

MONGOL800gaEXHIBTION:
（指）

8,012人

沖縄が誇る家宝の三線展：
（県）3,040人

沖縄が誇る家宝の三線展：
（県）3,965人

大嶺薫展:（県）1,220人

※「縄文と沖縄－火焔
型土器の進歩リズムと
ヒスイの道」のみ特別

展。

（有料）合計:98,680人 （有料）合計:96,766人 98.1%

145.4%

35.3%

121.1%

124.3%

（無料）合計:10,120人 （無料）合計:12,274人 121.3%

MONGOL800gaEXHIBTION:
（指）1,310人

沖縄が誇る家宝の三線展：
（県）760人

沖縄が誇る家宝の三線展：
（県）1,105人

大嶺薫展:（県）780人 大嶺薫展:（県）275人

小計:9,400人 小計:11,379人

111.1%

合計は計画より
高い実績になっ
ているが、計画
値より下回って
いる展覧会があ
るので、引き続
き誘客に向けた
取り組みを実施
する必要があ
る。

無料:29,600人 35,054人 118.4%

企画展・特別展
（企画：指２本、
　　　　県３本）

（広報：指）

大嶺薫展:（県）285人

小計:91,400人 小計:89,924人

縄文と沖縄:（県）:7,280人 縄文と沖縄:（県）6,842人 94.0%

新収蔵展:（県）1,600人 新収蔵展:（県）1,736人

ティラノサウルス－進化の謎
に迫る－:（指）72,800人

ティラノサウルス－進化の
謎に迫る－:（指）75,926人

9
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122.5%

101.0%

123.6%

93.1%

100.2%

77.4%

追悼水木しげる　ゲゲゲの人
生展:（指）28,210人

追悼水木しげる　ゲゲゲの
人生展:（指）28,500人

宮城健盛展:（県）1,340人 宮城健盛展:（県）1,656人

新海誠展:（指）12,740人 新海誠展:（指）11,862人

（有料）合計：43,940人 （有料）合計:44,040人

涯テノ詩声　詩人吉増剛造
展:（県）1,650人

入場者数合計 257,300人 317,016人 123.2%

美術館
入場者

数
(人)

コレクション展
（企画：県）
（広報：指）

有料:11,000人 有料：32,654人 296.9%

無料:9,000人 無料：15,110人 167.9%

企画展
（企画：指２本、県２

本）
（広報：指） 涯テノ詩声　詩人吉増剛造

展:（県）850人
涯テノ詩声　詩人吉増剛造

展:（県）658人

追悼水木しげる　ゲゲゲの人
生展:（指）2,790人

追悼水木しげる　ゲゲゲの
人生展:（指）4,274人

宮城健盛展:（県）660人 宮城健盛展:（県）706人

新海誠展:（指）260人 新海誠展:（指）869人

（無料）合計：4,560人 （無料）合計:6,507人

153.2%

107.0%

334.2%

142.7%

涯テノ詩声　詩人吉増剛造
展:（県）2,022人
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別紙６－Ⅰ

(2) 受付・接客

指定管理者 委託業者

○ ○

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証  現状分析・課題

全体として、90％を超えているので、
引き続き維持できるよう努める必要が
ある。
アンケートの要望等にも対応しつつ、
引き続き質の高いサービスの提供に
努める必要がある。

①総合案内係　　  95.7％
②チケット販売係  95.4％
③展示室係　　　　 92.7％
④駐車場係　　　　 93.2％

（事業報告書） （現地確認）

①来館者に接す
る発券、もぎり、
総合案内のス
タッフに、館の状
況を総合的に把
握するリーダー
を配置し、臨機
応変な来館者
サービスを行い
ます。

②海外からのお
客様も安心して
快適に利用でき
る環境づくりを推
進するため、英
語での対応が可
能なスタッフを配
置し、ピクトグラ
ムを活用した「コ
ミュニケーション
支援ボード-を
整備します。

　来館者サービスの向上を
目指し、沖縄美ら島財団ス
タッフ、委託業者等に所属
するバイトスタッフの全体研
修を実施した。「IPMの取
組」・「非常時の避難誘導と
AEDの使用方法」・「マニュ
アル研修」・「グループディ
スカッション」を行った。

　来館者サービスの業務に
携わるスタッフの意識向上
と情報共有を図るとともに、
リーダーを配置し、サービス
の向上に努めた。

　その他、企画展の開催前
には展示交流員を対象とし
た研修を実施し、展示概
要、監視業務を行う上での
注意事項などの研修会を
行った。

適切なサービス
が行われた。
アンケートでは
「スタッフの対応」
に対する満足度
が高い。（「非常
に満足」、「やや
満足」の割合が
約94.4％。「非常
に不満」、「やや
不満」が 5.6％。）

※アンケート結果
の％は、スタッフ
接客対応４項目
（①総合案内、②
チケット販売、③
展示室、④駐車
場）の平均。

事業計画どおり
適切に実施して
いる。
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別紙６－Ⅰ

(4) 広報

指定管理者 委託業者

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証  現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

年間行事案内を１万５千部
作成し、県内外の文化施設
等へ配付した。

月間報告及び各
媒体への確認、
指定管理者への
ヒアリングにより実

施。

おもろまち駅改札外付近に
館までの誘導サインとして、
立て看板と天吊パネルを設
置し、導線をよりわかりやす
くした。

新聞紙面に無料、有料広
告の掲載した。

懸垂幕を館正面入口に設
置した広報を行った。

概ね事業計画ど
おりに実施され

ていた。

　様々な広報媒体を活用して館のPR
が展開されていた。
　平成30年度は、会館記念日にあわ
せて誕生祭を行うなど、様々な取り組
みを行った。
限られた予算内ではあるが、各展覧
会の広報について、博物館班・美術
館班と調整の上、展開していく必要が
ある。

チラシ・ポスターを県内の学
校、図書館、文化施設等に
配付した。

季刊で広報誌を発行した。

インターネットの無料広告
サイトによる広報を行った。

周辺商業施設5カ所に当館
専用のパンフレット設置什
器を設置し、年間行事案内
や割引券を設置した。

沖縄美ら海水族館・首里城
公園と連携した、トートリップ
キャンペーンを実施し、ノベ
ルティグッズを制作した。

ニュース報道及びテレビコ
マーシャルによる広報を
行った。

ラジオの無料告知及び有料
コマーシャルによる広報を
行った。

○

県民・観光客に
「選ばれる」ため
に、積極的な誘
客・広報活動を
行います。

①「県内外広報
ネットワーク」を
活用した誘客に
つながる情報発
信

国内外での観光
プロモーション
や県内老人会
への個別訪問、
お客様の手元に
本館の情報が直
接届く「スマホア
プリ」の活用ま
で、広域かつ緻
密なネットワーク
を活かした広
報・プロモーショ
ンの展開

②国内外の観光
客に「選ばれる
ため」の積極的
な誘客・広報活
動

旅行社とタイアッ
プした「ツアー等
旅行商品」の造
成や、修学旅行
の誘致、周辺ホ
テル・商業施設
と連携した誘客
広報、県外観光
客・海外観光客
向けの誘致活動

③質の高い広報
を支える「豊富な
人材」の活用

沖縄美ら海水族
館及び海洋博
公園・首里城公
園の広報・PR経
験者を「企画広
報事業部責任
者」に配置し、当
財団の実績豊富
なデザイナーや
IT技術者が、デ
ザイン制作及び
ITを活用したPR
のバックアップ

県民や観光客により親しみ
やすい施設となるよう誕生し
た公式マスコットキャラク
ター「おきみゅー」の誕生祭
やスタンプラリーを実施。

東京で開催された「2018
ツーリズムEXPOジャパン」
にブースを出展した。
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別紙６－Ⅰ

(5) 情報管理

指定管理者 委託業者

○

３．自主事業

(1) 展覧会

指定管理者 委託業者

(2) その他（ミュージアムショップ、カフェ）

指定管理者 委託業者

○ ○

良好に実施された。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証  現状分析・課題

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証  現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

（事業報告書） （現地確認）

本館の基本理念
及び管理規則を
遵守するとともに
個人情報の保護
を徹底し、公平・
公正で開かれた
館の運営を行い
ます。

情報システム管理保守を適
正に行った

適切に実施され
ていた。

適切に実施され
ていた。

※「２．運営業務」「３．自主事業」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（H31年度）の主な取組改善案を記入してください。

利用者の利便性
向上を図るた
め、公有財産の
目的外使用を沖
縄美ら島財団に
許可している。
ミュージアム
ショップは、沖縄
美ら島財団の直
営、　　カフェは
委託して運営さ
れている。

ミュージアムショップ
【収益】
4,700万円
（H29年度5,155万円）
【購入客数】
22,132人
（H29年度20,833人）

カフェ
【収益】
2,275万円
（H29年度2,380万円）
【客数】22,803人
※（H29年度12,089人）

　H29年度は高単価な企画展商品が
多く売れ、収益を押し上げた。
　H30年度は集客に力を入れ購入客
数を増やし、前年度の収益額には至
らなかったものの利益は増加した。
　今後は企画展と連動した魅力ある
品揃えをするとともに、定番商品の強
化が課題である。
 
　※カフェのＨ29年度客数は、当初１
会計当たり１人とカウントしていたが、
年度途中から導入したレジスターで
は入店者数を集計できたため、カウン
ト方法に誤差がある。

２．運営業務
３．自主事業
取組改善案

　利用者数（入館者数）の合計は、計画値を上回っているものの、無料入館者については、計画を上回れるよう誘客に向
けて取り組む必要がある。
　施設稼働率については、県民ギャラリーが、前年度より稼働率が低下しているため、より稼働率が上がるよう取り組む必
要がある。
　平成30年度も自主事業として多くの企画展を開催し、観覧者数が平成29年度に比べ120％増となった。今後も誘客に
繋がる自主事業の実施に取り組んでいく必要がある。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証  現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

別添①自主事業一覧にて取りまとめ
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別紙６－Ⅱ

Ⅱ．サービスの質の評価

第三者評価について

総合アンケートを実施。

【総合アンケート】

回収期間：H30.4～H31.3

回収件数：3,299件

回収方法：正面玄関入口等に設置

※各アンケートの詳細は別添②参照

H29評価 目標

〈満足度〉91％（※1）
・満足33％
・やや満足58％
・やや不満7％
・不満2％ Ｓ

〈満足度〉95％（※1）
・満足40％
・やや満足55％
・やや不満4％
・不満1％

Ｓ

〈満足度〉93％
・満足53％
・やや満足40％
・やや不満5％
・不満2％

Ｓ

平均満足度 平均満足度
評価

（②満足度）

93% 93% Ｓ

※「Ⅱ．サービスの質の評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（H31年度）の主な取組改善案を記入してください。

接客対応や、インバ
ウンド向けの表示の
取り組み、自主企画
展など来館者サービ
スの向上を引き続き
維持していきたい。

各項目とも高評価の満
足度を得ることができて
いる。アンケートの要望
等にも対応しつつ、引
き続き質の高いサービ
スの提供に努める必要
がある。

H30評価

Ⅱ．サービスの質
の評価

取組改善案

※1：満足度とは、回答選択肢のうち中位を超える割合（５段階評価の場合上位２
段階の割合、４段階評価の場合上位２段の割合、３段階評価の場合上位の割
合）
　ただし、奇数評価の場合、中央に集まる傾向があること、「普通」評価は改善に
繋げる観点では価値が乏しいことから、４段階評価が望ましい。

※評価項目については、施設の態様に応じて適宜設定して下さい。

〈満足度〉86％（※1）
・満足28％
・やや満足58％
・やや不満9％
・不満5％

－

〈満足度〉98％（※1）
・満足67％
・やや満足31％
・やや不満１％
・不満１％

前年度に引き続き、満足度の高い施設サービス、展示の充実に努める必要がある。

総合評価
（各評価項目の平

均）
－

評価項目

運
営
業
務

指定管理者
自己評価

接客対応

第三者（利用者等）評価

〈改善要望〉
「足音がうるさい」「スタッフの接遇マ
ナーの改善が必要」「監視されている」
などの指摘があった。

〈改善要望〉
「有名な作家の展示会をもっと増やして
ほしい」、「写真をもっと撮れるようにして
ほしい」などの意見があった。

〈改善要望〉
　「キャプションが見づらい」「順路がわ
かりにくい」「休憩スペースを増やしてほ
しい」「空調が寒い」などの意見があっ
た。

－

〈満足度〉94％（※1）
・満足53％
・やや満足41％
・やや不満3％
・不満3％

－

展示

維
持
管
理
業
務

施設・設備管
理

現状分析・課題

大きな事故や災害
などの発生もなく、
業務仕様書、管理
規則等に基づいて、
適切に管理を行っ
た。また、施設設備
の保守点検や清掃
を徹底し、安全に務
めた。IPMにおいて
は、月例で全館合
同IPM会議を主催す
るなどし積極的に活
動した。

満足度は高く、評価で
きる。改善要望につい
ては、県と定期的に開
催している連絡調整会
議などで協議しながら
対応する必要がある。

接客スタッフを対象
に、来館者サービス
の向上を目的とした
研修会を毎年更新
内容とともに実施。
また、企画展ごとの
勉強会や改善点の
共有を積極的に行
い、スタッフの育成
に努めてきた結果、
大きなトラブルもな
く、スムーズに対応
することができた。

平均満足度は高く、評
価できる。
スタッフの対応につい
ては、概ね好意的な意
見であったが、改善要
望があった内容につい
ては、丁寧な接客対応
に取り組むとともに、引
き続き研修等の充実が
望まれる。

県主催の企画展以
外の空き期間を有
効活用し、県民に文
化と触れ合う機会を
提供するため、今年
は、テレビや新聞社
との共催により「追悼
水木しげる　ゲゲゲ
の人生展」、「ティラ
ノサウルス－進化の
謎に迫る－」展、ま
た、若年者層向けに
「新海誠展『ほしのこ
え』から「君の名
は。』まで」を実施
し、合計で129,428
人を動員した。特に
「ティラノサウルス展
－進化の謎に迫る
－」では83,923人を
動員し、博物館企画
展の歴代3位の入場
記録を更新した。

平均満足度は高く、評
価できる。
展示については、概ね
好意的な意見であった
が、改善要望があった
内容については、可能
な限り取り組むととも
に、引き続き満足度の
高い展示の充実に努め
る必要がある。

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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別紙６－Ⅲ

Ⅲ．サービスの安定性評価（財務状況）

１．事業収支

(1) 収入

前年比 計画比

（％） （％）

30,988,930 25,090,000 33,020,052 106.6% 131.6%

7,611,540 5,747,000 10,417,532 136.9% 181.3%

2,117,700 4,000,000 2,449,700 115.7% 61.2%

34,520,341 24,690,000 26,309,234 76.2% 106.6%

302,470,000 302,470,000 302,470,000 100.0% 100.0%

105,205,137 104,431,000 132,561,284 126.0% 126.9%

3,451,603 368,000 2,908,510 84.3% 790.4%

486,365,251 466,796,000 510,136,312 104.9% 109.3%

(2) 支出

前年比 対計画比

（％） （％）

94,173,391 68,961,000 85,025,196 90.3% 123.3%

13,670,978 11,405,000 11,659,461 85.3% 102.2%

184,794,863 196,062,000 204,928,703 110.9% 104.5%

111,487,590 100,000,000 124,913,341 112.0% 124.9%

2,004,118 1,500,000 1,967,760 98.2% 131.2%

12,413,733 10,273,000 9,365,352 75.4% 91.2%

12,168,902 13,000,000 11,866,080 97.5% 91.3%

6,200,495 8,700,000 5,284,310 85.2% 60.7%

90,483,520 91,351,000 111,047,956 122.7% 121.6%

906,431 1,000,000 841,077 92.8% 84.1%

528,304,021 502,252,000 566,899,236 107.3% 112.9%

指定管理料

収入項目 事業計画 H30実績 特記事項

博物館観覧料

美術館観覧料

その他（年間パスポート等収入）

施設使用料

利用料
金収入

自主事業収入

諸経費

自主事業費支出

雑収益

合計（Ａ）

〈現状分析・課題〉

　その他（年間パスポート等収入）は計画値を下回っているが、その他の項目は計画値を上回った。平成30年度の収入については、計画額より43,340,312円
の増額となった。

支出項目 事業計画 H30実績 特記事項

　人件費や光熱水費が計画を大幅に上回っているため、計画策定の際の積算を実情に即したものになるようにする必要がある。

H29実績

H29実績

雑費

合計（Ｂ）

〈現状分析・課題〉

人件費

事務費

施設管理費 ※委託費

光熱水費

修繕費

集客対策費

教育普及事業費
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別紙６－Ⅲ

２．経営分析指標

前年比 計画比

（％） （％）

※「Ⅲ．サービスの安定性評価（財務状況）」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（H31年度）の主な取組改善案を記入してください。

【経営分析指標の評価の考え方】

129.0% 146.5%
（事業収支(Ｃ)／収入合計(A）

人件費比率
17.8% 15.0% 84.1%

（人件費／支出(Ｂ)）
109.2%

評価指標 事業計画 H30実績 特記事項

事業収支（Ｃ）
-41,938,770 円 -56,762,924 円 135.3%

（収入(Ａ)－支出(Ｂ)）
-35,456,000 円

12.8%

13.7%

収益率
-8.6% -7.6% -11.1%

外部委託費比率
35.0% 36.1% 103.3%

（外部委託費合計／支出(Ｂ)）

利用者あたり管理コスト
1,038.3円 1,122.8円 108.1%

（支出(Ｂ)／利用者数）

92.6%

108.2%

39.0%

1037.4円

利用者あたり自治体負担コスト
594.5円 599.1円 100.8%

（指定管理料／利用者数）

〈現状分析・課題〉

平成29年度に引き続き、事業収支が大幅赤字となっている。人件費を抑えるなどの取り組みは行ったものの、利用者あたり管理コストは、計画値及び実績値を
上回っているため、その分析を詳細に行い具体的対策を講じる必要がある。

評価指標 計算方法

95.9%

Ⅲ．サービスの安定性評価
（財務状況）
取組改善案

平成29年度に引き続き、事業収支が大幅赤字となっている。人件費を抑えるなどの取り組みは行ったものの、その他
の経費については、費用対効果を含め検証に努める必要がある。

624.8円

評価の考え方

Ｃ評価（③財務状況）

事業収支 収入－支出

利用料金比率 利用料金収入／収入

人件費比率 人件費／支出

事業収支がマイナスの場合、継続性の面で課題となるため、県、指定管理者で協力して黒字化
のための方策を協議する必要がある。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。

指定管理者の主な収入源がどこにあり、それが安定したものであるのかを確認する。
※過年度実績に対し増減がある場合には、利用料金そのものの増減によるものか、自主事業等
その他収入の増減によるものかなど、その要因を整理すること。

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※変動がある場合には、人件費そのものの増減によるものか、その他支出項目の増減によるもの
か、その要因を整理すること。
※人件費の減少がある場合には、それにより効率が低下していないかを確認する。また、人件費
の増加がある場合には、求められる管理水準に対し必要な措置か確認すること。

収益率 事業収支／収入

計画、過年度実績、類似施設と比較して、安定したものとなっているか、適切な範囲内となってい
るか確認する。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。
※計画等に対し上昇している場合、必要な変動費が十分に充てられているか確認すること。ま
た、計画等に対し減少している場合、当初の収支見込が適切であったか精査すること。

外部委託費比率 外部委託費合計／支出

利用者あたり管理コスト 支出／利用者数

利用者あたり自治体負
担コスト

指定管理料／利用者数

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※増減がある場合には、外部委託の範囲が仕様書等に定める適切な範囲内となっているか、外
部委託の活用が業務の効率化に繋がっているか確認する。

利用者１人に対する管理コストについて、過年度実績や類似施設と比較することにより、当該施
設の効率性を確認する。（コストが抑えられていても利用者が減少していないか、あるいは利用者
は増加しているがコストがかかり過ぎていないかなど）
※変動がある場合には、その要因を整理すること。
※過年度に対し上昇している場合、現状の利用者数に対して支出が過大になっていないか確認
する。また、過年度に対し減少している場合、現状の利用者数に対し、必要な変動費が十分に充
てられているか確認する。

利用者１人に対する県の財政負担を確認する。
過年度実績や類似施設との比較により、当該施設の効率性を確認する。

160.1%

111.0%

H29実績

利用料金比率
15.5% 14.2% 91.5%

（利用料金収入／収入(Ａ)）

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満
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別紙６－Ⅳ

Ⅳ．総合評価
１．目標

評価指標 2022（Ｒ４）

①利用状況 利用者数 530,233人

②満足度 満足度 90%

財
務
指
標

③財務状況 収益率 -1.5%

２．評価結果

前年比 計画比

①利用状況 利用者数 508,822人 484,122人 504,894人 99% 104%

　合計は、計画値を上
回っているものの、無料
入館者については、計画
を上回れるよう誘客に向
けて取り組む必要があ
る。

Ａ 504,245人

②満足度 満足度 93% － 93% 100% －

接客対応や、インバウン
ド向けの表示の取り組
み、自主企画展など来館
者サービスの向上を引き
続き維持していきたい。

Ｓ 90%

財
務
指
標

③財務状況 収益率 -8.6% -7.6% -11.1% 129% －

その他（年間パスポート
等収入）は計画値を下
回っているが、その他の
項目は計画値を上回っ
た。平成30年度の収入に
ついては、計画額より
43,340,312円の増額と
なった。

Ｃ -1.5%

活
動
指
標

④重点取組
事項

来館者増を重
点目標とし、
季節催事など
を実施してい
く。
例：誕生祭（11
月）＋旧正月
（2月）

18,646人 21,000人 17,311人 93% 82%

実績値が、前年度実績
や計画値に比べ低いこと
から、より重点的に取り組
む必要がある。

B 25,000人

総合評価 Ａ

※「現状分析・課題」「取組改善案」は６－Ⅰ～Ⅲから転記する。
※「H30目標値」は、「取組改善案」を踏まえ、現年度の目標を可能な限り数値目標として設定する。

【総合評価基準】 A
総合評価
（合計点数）

Ｓ 35点以上
Ａ 20点以上
Ｂ 10点以上
Ｃ 9点以下

〈各評価項目点数〉 25

① ② ③ ④
利用状況 満足度 財務状況 重点取組事項

Ｓ 20 20 - 10
Ａ 10 10 5 5
Ｂ 0 0 0 0
Ｃ -10 -10 -5 -5

評価項目

成
果
指
標

R1(H31)
目標値

評価H30実績評価指標
事業計画
（目標値）

H29実績 現状分析・課題

評価項目 備考

アンケート集計の
【総合満足度】を参考

成
果
指
標

２０２０（Ｒ２） 2021（Ｒ３）

530,233人

90%

-1.5%

530,233人

90%

-1.5%

　平成29年度に引き続き、
事業収支が大幅赤字となっ
ている。人件費を抑えるなど
の取り組みは行ったものの、
光熱費等については具体
的対策を講じる必要があ
る。

　おきみゅー誕生祭の告知
や、２月のインバウンド向け
催事等、誘客が見込める催
事、イベントの告知について
は、今後も力を入れる必要
がある。

-1.5%

取組改善案

2023（Ｒ５）

530,233人

90%

　利用者数（入館者数）の合
計は、計画値を上回ってい
るものの、無料入館者につ
いては、計画を上回れるよう
誘客に向けて取り組む必要
がある。
　施設稼働率については、
県民ギャラリーが、前年度よ
り稼働率が低下しているた
め、より稼働率が上がるよう
取り組む必要がある。
　平成30年度は自主事業と
して多くの企画展を開催し、
観覧者数が平成29年度に
比べ120％増となった。今後
も誘客に繋がる自主事業の
実施に取り組んでいく必要
がある。

　前年度に引き続き、満足
度の高い施設サービス、展
示の充実に努める必要があ
る。

【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成
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（３～５については、改善が必要です）

（３～５については、改善が必要です）

（７については、改善が必要です）

一般財団法人沖縄美ら島財団

平成30年度対象年度沖縄県立博物館・美術館

1 2 3 4 5 6 7

4 5

2 3 4 5

４週３日以下

３　所定休日
　所定休日をどのように定めていますか。
　
　休日は少なくとも毎週１日又は４週間を通じ４日を与
えなければなりません（法第３５条）

週休2日制 週休１日制 その他

完全(毎週) 月３回 隔週 月１～２回 週１日 ４週４日

別紙４

労 働 条 件 等 自 主 点 検 表

施設名称

指定管理者名

２　就業規則
　就業規則（労働時間、休日、休憩、休暇、賃金の定め
方及び支払方法、退職（解雇の事由を含む。）等、労働
条件の具体的細目を定めた規則）を作成しています
か。また就業規則の内容が実際の勤務の状況に合っ
ていますか。

　常時１０人以上の労働者(パートタイム労働者を含
む。）を使用する事業場では、就業規則を作成し、所轄
労働基準監督署長へ届け出なければなりません（法第
８９条）
　また、常時各作業場の見やすい場所への掲示、備付
け、書面の交付又は電子機器の設置等により労働者
に周知させなければなりません（法第106条）

常時使用す
る労働者は
10人未満で
ある。

常時使用する労働者が10人以上である

作成して監
督署に届け
出てあり、
内容も実情
に合ってい
る

作成して監
督署に届け
出てある
が、内容が
実情に合っ
ていない

作成してあ
るが、監督
署に届け出
ていない

　  ※　以下の確認事項に従い、指定管理者による確認結果欄の該当する箇所に○を付け、記入が必要な箇所については記入願います。

確認事項 指定管理者による確認結果
１　労働条件の明示
　労働契約を締結するに当たり、労働時間、賃金、退
職（解雇の事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を
労働者に対し明示していますか。この場合において、
労働時間、賃金等に関する事項について書面を交付し
ていますか。

　労働契約の締結時には、パートタイム労働者を含む
すべての労働者に対し労働時間、賃金、退職（解雇の
事由を含む）、安全衛生等の労働条件を明示しなけれ
ばなりません。特に、労働契約期間、有期労働契約を
更新する場合の基準、始業・終業の時刻、所定時間外
労働の有無等、約定賃金の決定、計算、支払の方法
及び賃金の締切り、支払の時期等、退職（解雇の事由
を含む。）については、書面を交付しなければなりませ
ん[労働基準法（以下「法」といいます。）第１５条]

就業規則、
労働条件通
知書を交付
して労働条
件全般につ
いて明示し
ている

労働条件全
般について
口頭で明示
するととも
に、労働時
間、賃金等
に関する事
項について
は書面を交
付している

労働条件全
般について
口頭で明示
している
が、書面の
交付はして
いない

労働時間、
賃金等の労
働条件の一
部について
のみ口頭で
明示してい
る

労働契約締
結時には明
示していな
い

1

作成してい
ない

1 2 3

- 1 -



（２、３については改善が必要です）

※年次有給休暇の法定の付与日数表（週所定労働日数が５日以上、
　又は、週所定労働時間が30時間以上の労働者の場合。）

※なお、月30時間未満の労働者は比例付与することとされています。

（２、３については、改善が必要です）

（２については、改善が必要です。）

【支払う賃金(A)と地域別最低賃金（B)の比較方法】

時間外労働・深夜労働について

（２、３については改善が必要です。）

休日労働について

（２、３については改善が必要です。）

2 3

３割５分以上の割増
率にしている

３割５分未満の割増
率にしている

休日労働をさせてい
るが、支払っていな
い

1 2 3

６　最低賃金
　地域別最低賃金以上の賃金を支払っていますか。
　
　なお、地域別最低賃金には次の賃金は含まれませ
ん。
　　　①臨時に支払われる賃金（結婚手当等）
　　　②１月を超える期間ごとに支払われる賃金
         （賞与等）
　　　③所定外・休日・深夜の労働に対して支払われ
　　　　 る割増賃金
　　　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

支払っている 支払っていない

1 2

７　割増賃金
　時間外労働・休日労働又は深夜労働を行わせた場
合に、その時間に対する割増賃金は、どのように支
払っていますか。

　法定労働時間を超える時間外労働については、2割5
分以上、法定休日における休日労働については3割5
分以上、深夜労働（午後10時から翌日午前5時の間の
労働をいいます。）については2割5分以上の割増賃金
を支払わなければなりません（法第37条）。

※割増賃金の基礎となる賃金には、家族手当、通勤手
当、別居手当、子女教育手当、住宅手当、臨時に支払
われた賃金、一箇月を超える期間ごとに支払われる賃
金は算入しません。

２割５分以上の割増
率にしている

２割５分未満の割増
率にしている

時間外労働又は深夜
労働をさせている
が、支払っていない

1

５　健康診断
　定期健康診断を実施していますか。

　常時使用する労働者については、年１回定期に健康
診断を行わなければなりません（労働安全衛生法第６
６条）。
　なお、深夜業を含む業務等に常時従事する労働者に
対しては６月以内ごとに１回定期に健康診断を行わな
ければなりません（労働安全衛生規則第４５条）

毎年１回以上定期的
に行っている

年によって行ったり
行わなかったり一定
しない

行ったことがない

1 2 3

４　年次有給休暇
　年次有給休暇についてはどのように取り扱っていま
すか。

　年次有給休暇は、６ヶ月間継続勤務し、全労働日の８
割以上を出勤した労働者については１０労働日、以降
１年ごとに付与日数を増加しなければなりません（法第
３９条）
　
　

法定どおりの年次有給
休暇を与えている

年次有給休暇を与えて
いるが、付与日数が法
定を下回っている

年次有給休暇を与えて
いない

1 2 3

2.5 3.5 4.5 5.5 6.5以上

付与日数 10 11 12 14

勤続年数 0.5 1.5

16 18 20

時間によって定

められた賃金

（時間給）

日、週、月等

によって定め

られた賃金

当該期間における所定労

働時間数（日、週、月に

よって所定労働時間が異

なる場合には、それぞれ１

週間、４週間、１年間の平

均所定労働時間数）

地域別

最低賃金

（時間額）＋ ÷ ≧

(A) (B)
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※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指定管理施設において

   指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員(平成○年３月末における業務全体のうち、当該業務の

 　割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指定管理施設において

   指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員(平成○年３月末における業務全体のうち、当該業務の

 　割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

従業員に健康保険・厚生年金保険未加入者がい
る場合の未加入理由

加入要件を満たしていないため。

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

従業員の健康保険・厚生年金保険加入に関する
取組

加入条件を満たしている従業員は全て加入している。

確認事項 未加入とする理由

うち厚生年金保険
未加入従業員数

当該指定管理施設で勤務する従業員の健康
保険・厚生年金保険加入状況

72 25 47 25 47

９　健康保険・厚生年金保険の加入について

確認事項 従業員数
うち健康保険
加入従業員数

うち健康保険
未加入従業員数

うち厚生年金保険
加入従業員数

従業員の雇用保険加入に関する取組
加入条件を満たしている従業員は全て加入している。

確認事項 未加入とする理由

従業員に雇用保険未加入者がいる場合の未加入
理由

加入要件を満たしていないため。

当該指定管理施設で勤務する従業員の雇用保険
加入状況

72 25 47

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

８　雇用保険の加入について

確認事項 従業員数
うち雇用保険
加入従業員数

うち雇用保険
未加入従業員数
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